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令 和８年７月３１日

第１４回通常総会を開催第１４回通常総会を開催

　
今
年
も
相
双
管
内
、
避
難
先
よ
り
会
員
約
八
十
名
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

　
事
務
局
が
開
会
を
宣
し
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。立
谷
会
長
か
ら
会
員
・

来
賓
の
皆
様
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
感
謝
の
意
が
述
べ
ら

れ
、永
年
役
員
に
対
し
各
種
表
彰
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
石
井
福
則
相
馬
税
務
署
長
様
、
高
橋
和
司
相
双
振
興
局
長
様

よ
り
ご
祝
辞
を
賜
わ
っ
た
。

　
議
長
就
任
で
は
、
立
谷
会
長
を
議
長
と
し
、
議
事
録
署
名
者
二
名
を
選

任
後
議
事
へ
と
入
っ
た
。　

　
議
事
で
は
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告
・
令
和
八
年
度
事
業
計
画
・
予

算
は
理
事
会
承
認
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
た
。令
和
八
年
度
の
事
業
活

動
の
重
点
施
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
税
務
行
政
へ

の
協
力
・
健
全
な
納
税
団
体

と
し
て
公
益
性
と
社
会
貢
献

度
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
、
研

修
・
周
知
等
、
各
種
研
修
会
の

開
催
、
財
政
基
盤
づ
く
り
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。ま
た
、
令
和

九
年
度
に
は
法
人
会
全
国
大

会
「
福
島
大
会
」
が
郡
山
市
の

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島
に
て

開
催
さ
れ
る
た
め
、
会
員
増
強

目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
決
議
事
項
と
し
て
令
和
六

年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
が

決
議
事
項
と
し
て
提
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。　

　
総
会
終
了
後
、
会
員
交
流
会

を
開
催
。久
し
ぶ
り
の
会
員
交

流
の
場
と
な
り
、
盛
会
の
後
お

開
き
と
な
っ
た
。
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相
双
法
人
会
、
東
北

六
県
法
人
会
連
合
会
及

び
全
国
法
人
会
総
連
合

か
ら
表
彰
を
受
け
た

方
々
。（
敬
称
略
）

〇 

相
双
法
人
会
感
謝
状

　（会
員
増
強
の
部
）

　
　
　
　
髙
木
　
徳
行

　
　
　
　
戸
川
　
　
聡

〇 

受
託
会
社
職
員
の
部

　（大
同
生
命
保
険

　

  

株
式
会
社
）　
　

　
銀
賞
　
横
山
　
正
美

　
銅
賞
　
荒
　
　
良
範

〇 

公
益
財
団
法
人

　

 

全
国
法
人
会
総
連
合

　

 

功
労
者
表
彰

　
　
　
　
猪
狩
　
昭
彦

　
　
　
　
加
藤
　
　
優

 

〇 

東
北
六
県
法
人
会

　

 

連
合
会
表
彰

　
　
　
　
折
笠
　
芳
春

　
　
　
　
齋
藤
　
健
一

　
　
　

功
労
者
表
彰
等

功
労
者
表
彰
等

令
和
８
年
度
予
算

令
和
８
年
度
予
算

令
和
７
年
度
決
算

令
和
７
年
度
決
算

費
用
の
部

収
益
の
部

費
用
の
部

収
益
の
部

合計
18,329,096円

合計
21,419,276円

合計
18,457,000円

合計
20,539,228円

事業収益
883,000円

受取負担金
206,000円

雑収益
421,396円

受取負担金
260,000円

雑収益
472,000円

事業収益
1,113,000円

受取会費
5,800,000円

公益目的事業会計
（事業費）
14,669,327円

公益目的事業会計
（事業費）
15,191,011円

法人会計（管理費）
3,730,982円

共益事業等会計
（事業費）
2,497,283円

受取補助金等
11,156,200円

受取補助金等
10,812,000円

受取会費
5,662,500円

共益事業等会計
（事業費）
2,335,398円

法人会計（管理費）
3,534,503円

株式会社サンエイ海苔
合資会社錦尚堂
有限会社サンリット工業
株式会社菅野漬物食品
松永牛乳株式会社
折笠工業株式会社
有限会社福相建設
東北工業建設株式会社
双葉日立生コン株式会社
株式会社ＳＡＴ
坂建工業株式会社
フレスコ株式会社
旭電設工業株式会社
新地パークゴルフ企業組合
竹林建設工業株式会社
株式会社高良
原町港湾運送株式会社
有限会社鹿山電気商会
株式会社ＧＤＰ
東北土木株式会社
ネットアンドプリント株式会社
株式会社タイズスタイル
株式会社猪狩商店
有限会社伸道商事運輸
有限会社島抜重機工業
株式会社菅野寛商店

役 職 名 氏    名 法  人  名 役 職 名 氏    名 法  人  名

令和７・８年度公益社団法人相双法人会　役員名簿令和７・８年度公益社団法人相双法人会　役員名簿

会  　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
理    事

理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
監    事
監    事

舘山友美子
渡部　清昭
中野　哲也
三浦　広司
高野　吉廣
鈴木　清重
齋藤　健一
但野　義和
伏見　俊一
太田由美子
伊藤　隆博
竹内　久子
関場　直隆
濱田　光弘
佐々木貞雄
齋藤　重宗
泉田　裕章
八島　貞之
朝田　英謙
伊藤　和之
小畑　　功
菊地　成一
神谷　健二
成田　英之
江井　敬彦

立谷　一郎
武島　昭良
加藤　　優
菅野　行雄
松永　雄一
折笠　芳春
渡邊　春治
戸川　　聡
永田　茂男
鈴木　州治
坂本　邦仁
菊地　盛夫
八巻　裕真
森　　直人
竹林　一浩
高橋　隆助
遠藤　充洋
鹿山　真広
門馬　　弘
鈴木　仁根
木藤　喜幸
吉田　　学
猪狩　昭彦
髙木　徳行
永橋　律子
菅野　　賢

  

株式会社泉
有限会社渡部電気工事
株式会社中野商店
株式会社友伸エンジニアリング
有限会社松月堂
株式会社スズトヨ
合資会社ニューさいとう
有限会社但野設備工業所
株式会社伏見材木店
東北建設株式会社
伊藤冷機工業株式会社
株式会社原町サイン
関場建設株式会社
濱田建設工業株式会社
株式会社佐々木製作所
有限会社齋藤
有限会社泉田自動車工業所
株式会社八島総合サービス
株式会社如水
株式会社伊藤工務店
小畑建設株式会社
合資会社菊地薬局
有限会社三輪鉄工所
成田英之税理士事務所
株式会社江井鋳造所

詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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こ
の
度
、
相
馬
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
着
任
に
当

た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
立
谷
会
長
を
は
じ
め
、
公
益
社
団
法
人
相

双
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会

活
動
を
通
じ
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
公
平
で
健
全
な
税

制
実
現
の
た
め
、
会
員
企
業
の
声
に
耳
を
傾

け
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
お

ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
特
に
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
や
租
税
教
室
の
開
催
な
ど
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
を
中
心
に
様
々
な
税
知
識
の
普

及
や
税
の
啓
発
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表

し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

強
力
に
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
い
て
は
、
銀
行
等
へ

出
向
く
必
要
が
な
い
な
ど
、
納
税
者
に
と
っ

て
利
便
性
が
高
く
、
税
務
行
政
の
効
率
化
に

も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、
納
付
回
数
の

多
い
源
泉
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
利
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ご
利
用
に
至
っ
て
い
な
い
会
員
の
皆

様
は
、
ご
利
用
に
つ
い
て
是
非
前
向
き
に
ご

検
討
い
た
だ
き
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
差
し
た
法
人
会
の
皆
様
の
お
力

添
え
は
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
は
不
可

欠
で
す
の
で
、
法
人
会
の
活
動
が
よ
り
一
層

活
性
化
さ
れ
る
よ
う
、
税
務
署
と
し
ま
し
て

も
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
税
務
署
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
相
双
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
・

ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

相
馬
税
務
署
長

　佐
々
木

　良
二

相
馬
税
務
署
長

　佐
々
木

　良
二

相馬税務署幹部職員異動（令和８年７月１０日発令）

部　門 官　職 氏　名 氏　名前 任 署 発令事項

署　長

総務課長

統括徴収官

統括調査官

統括調査官

統括調査官

総務課

個人課税
第一部門

個人課税
第二部門

法人課税
第一部門

法人課税
第二部門

佐々木良二

斉藤　和也

本宮　祐紀

平地　浩一

角田　晃洋

佐藤　善暁

石井　福則

門傅　　修

阿部　慎司

吉野　公規

五十嵐順一

柴崎　義幸

大曲税務署長

須賀川税務署
総務課長

仙台国税局総務部
営繕監理官
営繕技術官

仙台南税務署
個人課税第三部門
統括調査官

仙台国税局調査査察部
査察第三部門
総括主査

郡山税務署
審理専門官
法人課税事務担当

会津若松税務署長

仙台国税局総務部
総務課
課長補佐

田島税務署
総務課長

いわき税務署
審理専門官
法人課税事務担当

仙台国税局課税第一部
課税総括課
連絡調整官

仙台南税務署
法人課税第一部門
統括調査官
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租 税 教 室租 税 教 室

学　校　名
いいたて希望の里

学園

月 日

講 師 名

5/8

永橋　律子
大谷　浩子

学　校　名

大野小学校

月 日

講 師 名

5/19

青年部会

学　校　名

飯豊小学校

月 日

講 師 名

5/20

菅原多美子
館山友美子

学　校　名

なみえ創成小学校

月 日

講 師 名

5/25

永橋　律子
吉田　浩美
髙木　道子

学　校　名

葛尾小学校

月 日

講 師 名

5/27

永橋　律子
吉田　浩美
松本　美和

　令和８年度も相双管内の多くの小学校から「租税教室を開催して欲しい」との要望を頂き、

いいたて希望の里学園から始まり、十四回・十四校へ青年部会・女性部会の役員が講師として

訪問し、税について出張授業を行った。

　一億円のレプリカに触れて見たり、税に関するアニメのＤＶＤを見たり、と普段の授業では

できないような体験をしてもらった。
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六
月
七
日
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
烏
崎
地
内

で
開
催
さ
れ
た
「
南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
市
民

植
樹
祭
」
に
参
加
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
に
、

「
い
の
ち
を
守
る
森
の
防
災
林
」
と
「
鎮
魂
の

森
」
を
造
成
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　
木
材
や
土
砂

な
ど
の
震
災
瓦

礫
を
活
用
し
て

造
成
し
た
盛
土

に
防
潮
林
を
整

備
す
る
「
瓦
礫

を
活
か
す
森
の

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　「埼
玉
大
会
」

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　「埼
玉
大
会
」

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

　
六
月
十
九
日
、
総
会
記
念
講
演
会
を
開
催

し
、
講
師
に
田
中
知
子
氏
を
迎
え
、「
大
相
撲
か

ら
学
ぶ
人
間
力
の
高
め
方
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
。当
日
は
、
会
員
な
ら
び
に
一
般
参
加

者
合
わ
せ
て
約
九
十
名
が
参
加
し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
身
が
大
相
撲
の
世
界
に
飛
び

込
ん
だ
経
緯
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
良
好
な

人
間
関
係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、「
声
は
相
手

に
届
く
だ
け
で
な
く
広
が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
明
る
く
前
向
き
な
言
葉
や
挨
拶
は
周
囲

に
良
い
影
響
を
与
え
る
」
と
の
お
話
が
あ
っ

た
。さ
ら
に
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
以

上
に
、
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
受
け
止
め
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
耳
を
傾
け
る
「
聞
く
姿

勢
」
が
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
欠
か
せ
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
参
加
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
の

大
切
さ
を
改
め
て

学
ん
だ
。

 

今
後
も
、
会
員
を

は
じ
め
地
域
の
皆

様
に
「
参
加
し
て

よ
か
っ
た
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
学
び
と

気
づ
き
に
あ
ふ
れ

る
魅
力
あ
る
講
演

会
の
開
催
に
努
め

て
い
き
た
い
。

総
会
記
念
講
演
会

総
会
記
念
講
演
会

租 税 教 室租 税 教 室
学　校　名

川内小中学園

月 日

講 師 名

5/29

永橋　律子
齋藤　才子

学　校　名

原町第一小学校

月 日

講 師 名

6/4

青年部会

学　校　名

石神第一小学校

月 日

講 師 名

6/15

竹内　久子
新妻　安子
栗原三和子

学　校　名

鹿島小学校

月 日

講 師 名

6/18

齋藤　イネ
齋藤　才子

学　校　名

上真野小学校

月 日

講 師 名

6/23

川崎るみ子

学　校　名

八幡小学校

月 日

講 師 名

6/25

菅原多美子
八巻　裕美

長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
タ
ブ
ノ
キ
や
シ
ラ
カ
シ
な
ど
約
二
十
種

類
の
苗
木
が
用
意
さ
れ
た
。「
命
の
宿
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
命
を
再
生
さ
せ
る
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
多
く
の
参
加
者
が
復
興
へ

の
思
い
を
込
め
て
植
樹
を
行
っ
た
。

　
植
栽
地
の
土
に
は
、
津
波
に
よ
っ
て
発
生

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
大
小
の
石
が
混

在
し
て
お
り
、
壊
れ
た
家
屋
の
一
部
や
海
岸

の
丸
石
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
た
。
震
災
の
爪

痕
を
感
じ
る
一
方
で
、
未
来
へ
命
を
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
植

樹
活
動
で
あ
っ
た
。

　
今
年
も
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
加
盟
店
の
皆
様
と
と

も
に
一
区
画
を
担
当
し
た
。
前
日
ま
で
台
風

が
近
づ
い
て
い
た

た
め
、
開
催
が
心

配
さ
れ
た
が
、
当

日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
絶
好
の
植

樹
日
和
と
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
復

興
へ
の
願
い
を
込

め
な
が
ら
約
１
２

０
０
本
の
苗
木
を

植
え
付
け
た
。

　
四
月
十
六
日
、

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
の
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
お

い
て
、「
彩
の
国

か
ら
輝
く
未
来

へ 

～
女
性
が
創

る

新

時

代

～
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
第
20
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
埼
玉
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

約
一
千
七
百
名
の
女
性
部
会
員
が
一
堂
に
会

し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
林
家
た
い
平

氏
が
、「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
自
身
の
経
験
を
交

え
な
が
ら
、
笑
顔
や
前
向
き
な
姿
勢
、
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
話
さ
れ
、
会
場
は
終

始
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

　
続
く
大
会
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
埼
玉
県
内
十
五

の
法
人
会
女
性
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
の
取
り
組
み
が
映
像
で
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
の
女
性
部
会
が
取

り
組
む
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
令
和
七
年
度
入
賞
作
品
が
紹
介
さ
れ
、

租
税
教
育
活
動
の
成
果
を
全
国
で
共
有
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
の
女
性
部
会
の
活
動
事

例
や
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
学
び
と
刺
激

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
得
た
知
見
を

今
後
の
女
性
部
会

活
動
に
生
か
し
、

地
域
社
会
へ
の
貢

献
や
租
税
教
育
活

動
の
さ
ら
な
る
充

実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
感
じ

た
。
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六
月
七
日
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
烏
崎
地
内

で
開
催
さ
れ
た
「
南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
市
民

植
樹
祭
」
に
参
加
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
に
、

「
い
の
ち
を
守
る
森
の
防
災
林
」
と
「
鎮
魂
の

森
」
を
造
成
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　
木
材
や
土
砂

な
ど
の
震
災
瓦

礫
を
活
用
し
て

造
成
し
た
盛
土

に
防
潮
林
を
整

備
す
る
「
瓦
礫

を
活
か
す
森
の

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　「埼
玉
大
会
」

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　「埼
玉
大
会
」

南
相
馬
市
鎮
魂
復
興
植
樹
祭

　
六
月
十
九
日
、
総
会
記
念
講
演
会
を
開
催

し
、
講
師
に
田
中
知
子
氏
を
迎
え
、「
大
相
撲
か

ら
学
ぶ
人
間
力
の
高
め
方
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
。当
日
は
、
会
員
な
ら
び
に
一
般
参
加

者
合
わ
せ
て
約
九
十
名
が
参
加
し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
身
が
大
相
撲
の
世
界
に
飛
び

込
ん
だ
経
緯
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
良
好
な

人
間
関
係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、「
声
は
相
手

に
届
く
だ
け
で
な
く
広
が
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
明
る
く
前
向
き
な
言
葉
や
挨
拶
は
周
囲

に
良
い
影
響
を
与
え
る
」
と
の
お
話
が
あ
っ

た
。さ
ら
に
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
以

上
に
、
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
受
け
止
め
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
耳
を
傾
け
る
「
聞
く
姿

勢
」
が
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
欠
か
せ
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
参
加
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
の

大
切
さ
を
改
め
て

学
ん
だ
。

 

今
後
も
、
会
員
を

は
じ
め
地
域
の
皆

様
に
「
参
加
し
て

よ
か
っ
た
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
学
び
と

気
づ
き
に
あ
ふ
れ

る
魅
力
あ
る
講
演

会
の
開
催
に
努
め

て
い
き
た
い
。

総
会
記
念
講
演
会

総
会
記
念
講
演
会

租 税 教 室租 税 教 室
学　校　名

川内小中学園

月 日

講 師 名

5/29

永橋　律子
齋藤　才子

学　校　名

原町第一小学校

月 日

講 師 名

6/4

青年部会

学　校　名

石神第一小学校

月 日

講 師 名

6/15

竹内　久子
新妻　安子
栗原三和子

学　校　名

鹿島小学校

月 日

講 師 名

6/18

齋藤　イネ
齋藤　才子

学　校　名

上真野小学校

月 日

講 師 名

6/23

川崎るみ子

学　校　名

八幡小学校

月 日

講 師 名

6/25

菅原多美子
八巻　裕美

長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
タ
ブ
ノ
キ
や
シ
ラ
カ
シ
な
ど
約
二
十
種

類
の
苗
木
が
用
意
さ
れ
た
。「
命
の
宿
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
命
を
再
生
さ
せ
る
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
多
く
の
参
加
者
が
復
興
へ

の
思
い
を
込
め
て
植
樹
を
行
っ
た
。

　
植
栽
地
の
土
に
は
、
津
波
に
よ
っ
て
発
生

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
や
大
小
の
石
が
混

在
し
て
お
り
、
壊
れ
た
家
屋
の
一
部
や
海
岸

の
丸
石
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
た
。
震
災
の
爪

痕
を
感
じ
る
一
方
で
、
未
来
へ
命
を
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
へ
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
植

樹
活
動
で
あ
っ
た
。

　
今
年
も
全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
加
盟
店
の
皆
様
と
と

も
に
一
区
画
を
担
当
し
た
。
前
日
ま
で
台
風

が
近
づ
い
て
い
た

た
め
、
開
催
が
心

配
さ
れ
た
が
、
当

日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
絶
好
の
植

樹
日
和
と
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
復

興
へ
の
願
い
を
込

め
な
が
ら
約
１
２

０
０
本
の
苗
木
を

植
え
付
け
た
。

　
四
月
十
六
日
、

埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
の
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
お

い
て
、「
彩
の
国

か
ら
輝
く
未
来

へ 

～
女
性
が
創

る

新

時

代

～
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
第
20
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
埼
玉
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

約
一
千
七
百
名
の
女
性
部
会
員
が
一
堂
に
会

し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
林
家
た
い
平

氏
が
、「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
自
身
の
経
験
を
交

え
な
が
ら
、
笑
顔
や
前
向
き
な
姿
勢
、
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
で
話
さ
れ
、
会
場
は
終

始
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

　
続
く
大
会
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
埼
玉
県
内
十
五

の
法
人
会
女
性
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
の
取
り
組
み
が
映
像
で
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
の
女
性
部
会
が
取

り
組
む
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
令
和
七
年
度
入
賞
作
品
が
紹
介
さ
れ
、

租
税
教
育
活
動
の
成
果
を
全
国
で
共
有
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
の
女
性
部
会
の
活
動
事

例
や
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
学
び
と
刺
激

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
得
た
知
見
を

今
後
の
女
性
部
会

活
動
に
生
か
し
、

地
域
社
会
へ
の
貢

献
や
租
税
教
育
活

動
の
さ
ら
な
る
充

実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
感
じ

た
。
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租 税 教 室租 税 教 室

学　校　名
いいたて希望の里

学園

月 日

講 師 名

5/8

永橋　律子
大谷　浩子

学　校　名

大野小学校

月 日

講 師 名

5/19

青年部会

学　校　名

飯豊小学校

月 日

講 師 名

5/20

菅原多美子
館山友美子

学　校　名

なみえ創成小学校

月 日

講 師 名

5/25

永橋　律子
吉田　浩美
髙木　道子

学　校　名

葛尾小学校

月 日

講 師 名

5/27

永橋　律子
吉田　浩美
松本　美和

　令和８年度も相双管内の多くの小学校から「租税教室を開催して欲しい」との要望を頂き、

いいたて希望の里学園から始まり、十四回・十四校へ青年部会・女性部会の役員が講師として

訪問し、税について出張授業を行った。

　一億円のレプリカに触れて見たり、税に関するアニメのＤＶＤを見たり、と普段の授業では

できないような体験をしてもらった。

法人会ニュース　そうそう 法人会ニュース　そうそう（７）  令和８年７月３１日 令和８年７月３１日  （４）第 79 号 第 79 号



　
こ
の
度
、
相
馬
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
着
任
に
当

た
り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
立
谷
会
長
を
は
じ
め
、
公
益
社
団
法
人
相

双
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会

活
動
を
通
じ
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
公
平
で
健
全
な
税

制
実
現
の
た
め
、
会
員
企
業
の
声
に
耳
を
傾

け
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
お

ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
特
に
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
や
租
税
教
室
の
開
催
な
ど
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
を
中
心
に
様
々
な
税
知
識
の
普

及
や
税
の
啓
発
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表

し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

強
力
に
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ
い
て
は
、
銀
行
等
へ

出
向
く
必
要
が
な
い
な
ど
、
納
税
者
に
と
っ

て
利
便
性
が
高
く
、
税
務
行
政
の
効
率
化
に

も
資
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、
納
付
回
数
の

多
い
源
泉
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
利
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ご
利
用
に
至
っ
て
い
な
い
会
員
の
皆

様
は
、
ご
利
用
に
つ
い
て
是
非
前
向
き
に
ご

検
討
い
た
だ
き
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
差
し
た
法
人
会
の
皆
様
の
お
力

添
え
は
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
は
不
可

欠
で
す
の
で
、
法
人
会
の
活
動
が
よ
り
一
層

活
性
化
さ
れ
る
よ
う
、
税
務
署
と
し
ま
し
て

も
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
税
務
署
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
相
双
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
・

ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

相
馬
税
務
署
長

　佐
々
木

　良
二

相
馬
税
務
署
長

　佐
々
木

　良
二

相馬税務署幹部職員異動（令和８年７月１０日発令）

部　門 官　職 氏　名 氏　名前 任 署 発令事項

署　長

総務課長

統括徴収官

統括調査官

統括調査官

統括調査官

総務課

個人課税
第一部門

個人課税
第二部門

法人課税
第一部門

法人課税
第二部門

佐々木良二

斉藤　和也

本宮　祐紀

平地　浩一

角田　晃洋

佐藤　善暁

石井　福則

門傅　　修

阿部　慎司

吉野　公規

五十嵐順一

柴崎　義幸

大曲税務署長

須賀川税務署
総務課長

仙台国税局総務部
営繕監理官
営繕技術官

仙台南税務署
個人課税第三部門
統括調査官

仙台国税局調査査察部
査察第三部門
総括主査

郡山税務署
審理専門官
法人課税事務担当

会津若松税務署長

仙台国税局総務部
総務課
課長補佐

田島税務署
総務課長

いわき税務署
審理専門官
法人課税事務担当

仙台国税局課税第一部
課税総括課
連絡調整官

仙台南税務署
法人課税第一部門
統括調査官
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相
双
法
人
会
、
東
北

六
県
法
人
会
連
合
会
及

び
全
国
法
人
会
総
連
合

か
ら
表
彰
を
受
け
た

方
々
。（
敬
称
略
）

〇 

相
双
法
人
会
感
謝
状

　（会
員
増
強
の
部
）

　
　
　
　
髙
木
　
徳
行

　
　
　
　
戸
川
　
　
聡

〇 

受
託
会
社
職
員
の
部

　（大
同
生
命
保
険

　

  

株
式
会
社
）　
　

　
銀
賞
　
横
山
　
正
美

　
銅
賞
　
荒
　
　
良
範

〇 

公
益
財
団
法
人

　

 

全
国
法
人
会
総
連
合

　

 

功
労
者
表
彰

　
　
　
　
猪
狩
　
昭
彦

　
　
　
　
加
藤
　
　
優

 

〇 

東
北
六
県
法
人
会

　

 

連
合
会
表
彰

　
　
　
　
折
笠
　
芳
春

　
　
　
　
齋
藤
　
健
一

　
　
　

功
労
者
表
彰
等

功
労
者
表
彰
等

令
和
８
年
度
予
算

令
和
８
年
度
予
算

令
和
７
年
度
決
算

令
和
７
年
度
決
算

費
用
の
部

収
益
の
部

費
用
の
部

収
益
の
部

合計
18,329,096円

合計
21,419,276円

合計
18,457,000円

合計
20,539,228円

事業収益
883,000円

受取負担金
206,000円

雑収益
421,396円

受取負担金
260,000円

雑収益
472,000円

事業収益
1,113,000円

受取会費
5,800,000円

公益目的事業会計
（事業費）
14,669,327円

公益目的事業会計
（事業費）
15,191,011円

法人会計（管理費）
3,730,982円

共益事業等会計
（事業費）
2,497,283円

受取補助金等
11,156,200円

受取補助金等
10,812,000円

受取会費
5,662,500円

共益事業等会計
（事業費）
2,335,398円

法人会計（管理費）
3,534,503円

株式会社サンエイ海苔
合資会社錦尚堂
有限会社サンリット工業
株式会社菅野漬物食品
松永牛乳株式会社
折笠工業株式会社
有限会社福相建設
東北工業建設株式会社
双葉日立生コン株式会社
株式会社ＳＡＴ
坂建工業株式会社
フレスコ株式会社
旭電設工業株式会社
新地パークゴルフ企業組合
竹林建設工業株式会社
株式会社高良
原町港湾運送株式会社
有限会社鹿山電気商会
株式会社ＧＤＰ
東北土木株式会社
ネットアンドプリント株式会社
株式会社タイズスタイル
株式会社猪狩商店
有限会社伸道商事運輸
有限会社島抜重機工業
株式会社菅野寛商店

役 職 名 氏    名 法  人  名 役 職 名 氏    名 法  人  名

令和７・８年度公益社団法人相双法人会　役員名簿令和７・８年度公益社団法人相双法人会　役員名簿

会  　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
理    事

理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
理    事
監    事
監    事

舘山友美子
渡部　清昭
中野　哲也
三浦　広司
高野　吉廣
鈴木　清重
齋藤　健一
但野　義和
伏見　俊一
太田由美子
伊藤　隆博
竹内　久子
関場　直隆
濱田　光弘
佐々木貞雄
齋藤　重宗
泉田　裕章
八島　貞之
朝田　英謙
伊藤　和之
小畑　　功
菊地　成一
神谷　健二
成田　英之
江井　敬彦

立谷　一郎
武島　昭良
加藤　　優
菅野　行雄
松永　雄一
折笠　芳春
渡邊　春治
戸川　　聡
永田　茂男
鈴木　州治
坂本　邦仁
菊地　盛夫
八巻　裕真
森　　直人
竹林　一浩
高橋　隆助
遠藤　充洋
鹿山　真広
門馬　　弘
鈴木　仁根
木藤　喜幸
吉田　　学
猪狩　昭彦
髙木　徳行
永橋　律子
菅野　　賢

  

株式会社泉
有限会社渡部電気工事
株式会社中野商店
株式会社友伸エンジニアリング
有限会社松月堂
株式会社スズトヨ
合資会社ニューさいとう
有限会社但野設備工業所
株式会社伏見材木店
東北建設株式会社
伊藤冷機工業株式会社
株式会社原町サイン
関場建設株式会社
濱田建設工業株式会社
株式会社佐々木製作所
有限会社齋藤
有限会社泉田自動車工業所
株式会社八島総合サービス
株式会社如水
株式会社伊藤工務店
小畑建設株式会社
合資会社菊地薬局
有限会社三輪鉄工所
成田英之税理士事務所
株式会社江井鋳造所

詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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立　　谷　　一　　郎

広　報　委　員　会

令 和８年７月３１日

第１４回通常総会を開催第１４回通常総会を開催

　
今
年
も
相
双
管
内
、
避
難
先
よ
り
会
員
約
八
十
名
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

　
事
務
局
が
開
会
を
宣
し
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。立
谷
会
長
か
ら
会
員
・

来
賓
の
皆
様
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
感
謝
の
意
が
述
べ
ら

れ
、永
年
役
員
に
対
し
各
種
表
彰
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
石
井
福
則
相
馬
税
務
署
長
様
、
高
橋
和
司
相
双
振
興
局
長
様

よ
り
ご
祝
辞
を
賜
わ
っ
た
。

　
議
長
就
任
で
は
、
立
谷
会
長
を
議
長
と
し
、
議
事
録
署
名
者
二
名
を
選

任
後
議
事
へ
と
入
っ
た
。　

　
議
事
で
は
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告
・
令
和
八
年
度
事
業
計
画
・
予

算
は
理
事
会
承
認
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
た
。令
和
八
年
度
の
事
業
活

動
の
重
点
施
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
税
務
行
政
へ

の
協
力
・
健
全
な
納
税
団
体

と
し
て
公
益
性
と
社
会
貢
献

度
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
、
研

修
・
周
知
等
、
各
種
研
修
会
の

開
催
、
財
政
基
盤
づ
く
り
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。ま
た
、
令
和

九
年
度
に
は
法
人
会
全
国
大

会
「
福
島
大
会
」
が
郡
山
市
の

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
福
島
に
て

開
催
さ
れ
る
た
め
、
会
員
増
強

目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
決
議
事
項
と
し
て
令
和
六

年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
が

決
議
事
項
と
し
て
提
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。　

　
総
会
終
了
後
、
会
員
交
流
会

を
開
催
。久
し
ぶ
り
の
会
員
交

流
の
場
と
な
り
、
盛
会
の
後
お

開
き
と
な
っ
た
。
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